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お取引先とのパートナーシップ 
富士通テングループは、企業行動指針の中で「公平・公正・透明な企業活動」「公正な取引」など

を掲げています。さらに、企業行動宣言（CSR方針）においては、「サプライヤーなどの取引先を尊

重し、長期的な視野に立って相互信頼に基づく共存共栄の実現に取り組むこと」「取引関係におい

ては、オープンで公平な取引機会を提供するとともに、法令および契約を順守し、公正な関係を維

持すること」を明記しています。 

これらを受けて、調達の基本方針として「オープンで公平・公正な取引」「サプライヤーとの共存

共栄」「ＣＳＲの推進」の3本柱を掲げ、調達方針および重点取り組み事項、またお取引先へのお願

い事項を、仕入先総会、期待値活動などを通じて、お取引先に周知をお願いしています。 

2016年度の活動⽅針、⽬標と実績 
2016年度は、仕入先総会・期待値活動にて「圧倒的な競争力を身に付ける」、「磐石なリスク管理体制

を備える」「最適な品質を確保する」を方針として掲げ、「品質・コスト・納期・技術・環境保全」に関連する

諸活動を行ってきました。 

「グリーン調達ガイドライン」（第6版）をもとに、お取引先との連携を強化し、国内外のグループを

あげて、環境パフォーマンスの向上に取り組みました。 

また、お取引先の生産場所情報を把握するためのシステム「SCR-Keeper＊」に対し、登録データ

の定期的見直しを実施し、地震などの災害発生に備え、被災地域の3次・4次を含むお取引先を正

確に把握できるようにシステム精度の維持・向上を図りました。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

天栄会が定期交流会・時局講演会を開催 
1995年11月に発足した「天栄会」は、お取引先95社と富士通テンから成る協力

会です。会員各社と当社の双方に共通する「重要課題」をテーマとしたテーマ研究

部会を展開するとともに、毎年、当社の技術・開発動向を伝える「テクノロジー・デ

イ」を開催しています。 

2016年度は、定期交流会(11月)に郷原総合コンプライアンス法律事務所の代表

弁護士である 郷原信郎氏をお招きし、「経済社会の環境変化とコンプライアンス」と

いうテーマで講演いただきました。企業活動におけるコンプライアンスについてのお話

に、総勢250名の出席者が熱心に耳を傾けました。 

 

 

TOPICS 

講演会の様子 

お取引先さまへ 

 

 

 

 

 

 

 

グリーン調達ガイドライン

第6版 

＊SCR-Keeper（サプライ

チェーンリスク管理サー

ビス） 

FUJITSU Intelligent Soci

ety Solution SCRKeeper 

（エスシーアールキーパ

ー） 

 

http://www.fujitsu-ten.co.jp/ecology/guideline/guideline.html
http://www.fujitsu-ten.co.jp/ecology/guideline/docs/guideline/all.pdf
http://jp.fujitsu.com/solutions/cloud/saas/application/scrkeeper/
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公平・公正な取引の徹底 
お取引先からの提案をオープンに募り、平等な条件でお取引先を選定しています。また、調達部

門の新人・異動者には関連法令に関する教育を実施するとともに、調達担当者は年1回、調達スキ
ルのチェックを行い、一定期間で配置換えを実施しています。さらに、コンプライアンスラインをお取
引先にも開放し、お取引先から通報・相談があった場合、対応可能な体制を整えています。 

グリーン調達の推進 
「グリーン調達ガイドライン」をWEB上にて開⽰ 

環境負荷物質への対応、CO₂削減を目的とした施策をお取引先に実行いただくため、グリーン調
達ガイドライン（第６版）を国内外のお取引先に向けWEB上にて開示しています。 

また、JAMA統一データシートの改版などに対応して改訂情報を発信し、最新版で作成いただく
ようお願いしています。 

Scope3 に対応したお取引先との連携活動 
グリーン調達ガイドラインの開示と併せ、海外を含めたScope3に対応したお取引先と連携し、 

輸送や梱包改善に取り組み、CO₂排出量の削減を推進しています。 
2016年度は、「現地生産された部品の調達推進」を重点目標とし、中国・アセアン・北米地域を中

心として、廃棄物となる梱包材の削減、輸送距離の削減に取り組んだことで、CO₂排出量の削減目
標を上回る成果を得ることができました。 

2017年度も、CO2削減に向けたお取引先との連携活動を継続すると同時に、お取引先での環境
マネジメントシステム構築に対する支援を実施する計画です。 

サプライチェーンの事業継続 
当社グループは、トヨタ自動車株式会社、富士通株式会社が共同開発したクラウドシステム 

「SCR-Keeper」を運用し、4次までのお取引先の生産場所情報を、当社およびお取引先がいつでも、
どこからでも閲覧できるようにしています。 

システム導入以降、SCR-Keeperの登録データのベースとなる、サプライチェーン情報の整備強
化をお取引先のご理解・ご協力のもと推進しています。 

お取引先とのコミュニケーション 
当社は、品質・コスト・納期・技術・環境保全の5項目における

目標をお取引先ごとに設定し、年度末に開催する「仕入先総会」
では、優れた実績を収めたお取引先に感謝状を贈呈していま
す。また、仕入先総会では、当社グループの次年度の会社方
針、技術開発および調達の方針をご説明するとともに、CSR順
守をお願いしています。 

2017年3月に開催した仕入先総会では、約170社に出席い

ただき、20社のお取引先に感謝状、記念品を贈呈しました。 
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グリーン調達ガイドライン

第6版 

仕入先CSRガイドライン 

 

 
 

 

 

 

「2017年仕入先総会」には、 

約170社のお取引先が参加しました 

■お取引先の声 
当社は電子プリント基板の実装に使用する、はんだ材のメーカーです。「2017年富士通テン

仕入先総会」において、富士通テンと共同開発した「ローコストはんだペースト」が、「技術開

発優秀賞」を受賞しました。この製品は、プリント基板の実装で求められる接合信頼性を低

下させることなくローコスト化を実現し、実装の際の窒素ガス使用量の低減にも貢献するも

のです。 

これからも、社会・環境に貢献できるようなものづくりを行っていきたいと考えています。 

株式会社 弘輝 執行役員 技術本部 技術部長 白井  武史さん

http://www.fujitsu-ten.co.jp/ecology/guideline/docs/guideline/all.pdf
https://www.fujitsu-ten.co.jp/company/publication/img/Supplier_CSR_guidelines_c_2013.pdf

